
平成 30 年度 県立広島大学宮島学センター公開講座 第 3回 

戦国時代の厳島社五重塔と厳島町衆 

■ 日  時 平成 31 年 2月 20日（水）14:00～15:30（受付開始 13:30） 

■ 会  場 国民宿舎みやじま杜の宿 

（廿日市市宮島町大元公園，TEL0829－44－0430） 

 

■ 講  師 広島大学大学院文学研究科 本多 博之教授  

 

み 

 

 

 

■ 受 講 料：無料 

■ 募集人数：100 人程度 

■ 申込方法 

往復はがきの往信裏面に①名前，②ふりがな，③郵便番号，④住所，⑤電話番号を，返信表面に受

講される方の名前と住所をご記入の上，下の申込先に郵送してください。 

※申込にあたってお寄せいただいた個人情報は，県立広島大学宮島学センターの公開講座・公開講演会等の事業以外の目

的には使用しません。 

≪往復はがきの例≫ 
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郵便番号 
①宮島 花子 

②みやじま はなこ 

③郵便番号 

④住所  

広島市◎町□番△号 

⑤電話番号 

■ 申込締切 平成 31 年 2月 5日(火)必着 

■ 申込(問合)先 

〒734-8558 広島市南区宇品東一丁目 1－71 

県立広島大学宮島学センター 公開講座③係 

TEL082－251－9550（直通） 

申込者多数の場合は抽選とします。予めご了承ください。 

内  容 第 3回の講座は、宮島学センター学外協力員の本多博之先生にご講演いただきます。 
 
厳島の建造物の中でもひときわ目を引く五重塔は、室町時代の創建と伝えられますが、戦国

時代に大規模な修理が行われました。今回はその内容と、その事業を支えた人々、特に厳島

町衆についてお話しします。 

 

 

■主 催：県立広島大学 宮島学センター/廿日市市教育委員会/廿日市市生涯学習推進本部 

 


